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１．研究計画の概要

　ここでの目的は，シンプレクティック多

様体のキャパシティー不変量について研究

を行うことである．それはハミルトン力学

系を用いて構成されることから，力学系と

の関係をしらべることは極めて重要なテー

マである．その不変量はどの程度のシンプ

レクティック球体がそれら多様体自身に埋

め込めることができるか，その程度を計る

もので、シンプレクティック多様体自身の

構造を調べるために，極めて有効である概

正則曲線のモジュライ理論と密接な関係が

ある．ここでは非コンパクト空間上での楕

円型モジュライ理論を発展させ，さらにそ

れを用いて力学系と群作用へ応用していく

ことが目的である．

２．研究の進捗状況

モジュライ空間は楕円型非線形偏微分方程
式の解全体の空間であるが，コンパクト多
様体上ではかなり進んだ一般論がある．そ
の一方で非コンパクトな場合には個別の状
況に応じた構成が必要とされる．ここでは
コンパクト空間上で成立するモジュライ理
論の構成のうち，非コンパクト空間上でも

成り立つようなものを４次元多様体に関し
て抽出し，それをもとに非コンパクト空間
上でのモジュライ理論を構成した．特にキ
ャッソンハンドル上でのモジュライ理論の
構成をおこなった．一般に非コンパクト空
間上でのモジュライ理論に関して二つのス
テップがあり，一つは線形化方程式のフレ
ドホルム理論，もう一つは横断正則性理論
である．４次元多様体上ではこれまで前者
の構成ができていた．昨年度までの研究に
より，後者の横断正則性に関する解析を行
った．その手法は非コンパクト空間上の関
数空間を漸近的にコンパクト空間上のもの
で近似していくものであり，ある種の一様
評価を与えることで非コンパクト空間上の
モジュライ空間の横断正則性を導いた．

３．現在までの達成度

(2) おおむね順調に進展している．

これまで横断正則性の解析は非常に難しか
ったが，商ソボレフ空間の概念を用いるこ
とで突破口が開けた．

４．今後の研究の推進方策

近年ハミルトン微分同相群の有限生成離散

部分群の研究が進展しており、ポルテロビ

ッチたちによって，幾何群論的な側面につ

いての研究が大きく発展してきている．一
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方で、元の多様体が非自明な基本群を持つ

場合、その上のモジュライ空間にはそれら

群が作用するが、その群作用とモジュライ

空間との関係はもとの多様体の構造を大き

く反映しておりそれを調べることはきわめ

て重要である．ここではまずそのような基

本群が存在する場合のモジュライ理論の構

成を行う．それは実際には非コンパクト空

間上でのモジュライ理論の構成となり，そ

こへの群作用との関連を詳しく調べる．特

にその群作用から定まるある種の不変量の

構成を行う．

５.　代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線）
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